
先
日
、
編
集
部
に
百
合
が
原
に
お

住
ま
い
の
加
野
秀
男
さ
ん
か
ら
こ
ん

な
お
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

『
歴
史
散
歩
』に
連
載
中
の
記
事
を

い
つ
も
楽
し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。篠
路
歌
舞
伎
に
つ
い

う
な
方
で
も
篠
路
伏
篭
橋
の
親
柱
に

あ
る
歌
舞
伎
の
レ
リ
ー
フ
と
、
高
欄

に
あ
る
歌
舞
伎
模
様
の
パ
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、意
外
と
知
ら
な
い
か
と
思
い

応
援
弁
当
&

手
作
り
マ
ス
ク
が
大
好
評

篠
路
ま
ち
づ
く
り

テ
ラ
ス
和
氣
藍
々

コ
ロ
ナ
で
す
っ
か
り
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
生
活
。
そ
れ
に
心
を
痛
め

な
が
ら
も
、「
み
ん
な
で
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
！
」
と
い
う
思
い
で

立
ち
上
が
っ
た
住
民
が
い
ま
し
た
。

篠
路
の
小
野
木
さ
ん
が
、
篠
路
ま
ち

づ
く
り
テ
ラ
ス
和
氣
藍
々
（
篠
路
4

︲
9
）
に
相
談
を
持
ち
掛
け
、
場
所

と
お
米
、
調
味
料
な
ど
を
提
供
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
に
賛
同
し
た
人
た
ち

か
ら
も
食
材
の
提
供
や
弁
当
箱
の
寄

付
を
し
て
も
ら
い
、
価
格
自
由
の
弁

当
が
完
成
し
ま
し
た
。

名
づ
け
て「
応
援
弁
当
」。
収
入

篠
路
伏
篭
橋
の

篠
路
歌
舞
伎
レ
リ
ー
フ

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
文
化
遺
産

篠
路
茨
戸
連
合
町
内
会

進
藤
幸
司
会
長（
73
）

ま
ち
の
あ
の
人
こ
の
人

ま
ち
の
あ
の
人
こ
の
人

今
年
度
か
ら
篠
路
茨
戸
連
合
町

内
会
の
新
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ

た
、
進
藤
幸
司
さ
ん（
73
）。
こ
れ

ま
で
副
会
長
と
し
て
伊
藤
前
会
長

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
篠
路
新
生
町
内
会
の
町
内
会

車
で
通
り
か
か
る
こ
と
が
多
く
、歩
い

て
渡
る
方
は
少
な
い
か
ら
で
す
。

な
お
、
こ
の
近
辺
で
は
、
篠
路
拓

北
橋
に「
篠
路
獅
子
舞
」の
レ
リ
ー
フ
、

上
篠
路
西
橋
に
は「
藍
の
里
・
篠
路
」

の
プ
レ
ー
ト
と「
藍
の
花
」の
レ
リ
ー

フ
が
あ
る
な
ど
、
文
化
遺
産
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
橋
で
、こ
れ

ほ
ど
地
域
性
を
取
り
上
げ
て
い
る
も

の
は
他
に
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。機

会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

篠
路
伏
篭
橋
は
、
篠
路
5
条
10
丁

目
か
ら
拓
北
1
条
1
丁
目
に
わ
た
っ

て
か
か
る
橋（
篠
路
町
上
篠
路
）で
す
。

加
野
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
外
な
発
見
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
編
集
部
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
、
無
理
の

な
い
金
額
で
、
少
し
余
裕
の
あ
る

人
は
応
援
価
格
で
と
い
う
設
定
に

し
、
5
月
か
ら
週
1
回
販
売
し
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が
足
を
止

め
て
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
代
金
は

1
0
0
～
5
0
0
円
を
支
払
っ
て

く
れ
る
人
が
多
く
、
そ
の
売
り
上
げ

の
範
囲
で
次
の
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る

と
い
う
、
完
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
弁
当

で
す
。

「
で
き
な
い
時
は
助
け
て
も
ら
い
、

で
き
る
時
は
助
け
る
立
場
で
、
知
ら

な
い
人
同
士
が
つ
な
が
り
、
支
え
合

え
た
ら
」
と
言
う
小
野
木
さ
ん
。
安

い
お
弁
当
に
家
計
が
救
わ
れ
た
家
庭

も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

６
月
は
毎
週
土
曜
日
、
午
前
11
時

か
ら
応
援
弁
当
を
販
売
し
ま
す
。

ま
た
、
和
氣
藍
々
で
は
、
手
作
り

マ
ス
ク
も
販
売
し
て
お
り
、
子
供
用

～
大
人
用
ま
で
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の

布
マ
ス
ク
が
毎
日
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
ま
す
。
篠
路
在
住
の
手
作
り
作

家
た
ち
が
制
作
し
て
い
る
た
め
、
選

ぶ
の
が
楽
し
い
布
マ
ス
ク
。
現
在
は

夏
用
の
蒸
れ
な
い
マ
ス
ク
も
多
く
販

売
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
和
氣
藍
々
で
は
只
今
一
緒

に
働
く
従
業
員
も
募
集
中
。
障
害
の

あ
る
方
、
な
い
方
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用

枠
が
あ
る
の
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
せ
：
7
8
8
︲
3
1
4
6

長
で
も
あ
り
、
単
町
の
活
性
化
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

「
歴
代
会
長
の
後
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
篠
路
茨
戸
地
区

の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ

ば
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

篠
路
茨
戸
連
合
町
内
会
は
今
か

ら
67
年
前
の
昭
和
28
年
に
設
立

さ
れ
た
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
連

合
町
内
会
。
住
民
の
高
齢
化
が
進

み
、
若
い
世
代
が
減
少
し
て
い
く

中
、
特
に
こ
こ
数
年
は
ま
ち
づ
く

り
・
ま
ち
お
こ
し
が
最
大
の
課
題

で
あ
り
、
篠
路
駅
周
辺
の
再
開
発

は
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
で
す
。

進
藤
新
会
長
は
、「
ま
ち
お
こ

し
と
ま
ち
づ
く
り
は
現
在
並
行
し

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
行
政
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
鉄
道
高
架
事
業
や
道
道
花

畔
札
幌
線
の
拡
幅
工
事
。
そ
し
て
、

我
々
連
合
町
内
会
を
は
じ
め
と
す

る
各
関
係
団
体
が
力
を
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
る
の
が
、
夏
祭
り
・
盆

踊
り
で
す
。
今
年
は
残
念
な
が
ら

自
粛
の
た
め
中
止
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

変
革
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲伏篭橋にかかる篠路歌舞伎のレリーフ

て
は
、
関
心
の
あ

る
方
は
篠
路
コ
ミ

セ
ン
ロ
ビ
ー
の
展

示
物
も
見
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
よ

ま
す
。
と

い
う
の
も
、

こ
の
橋
は

発

行

㈱道新　中西販売所
北区篠路3条7丁目3-19

☎771-2229
◯地域の情報はお近くの販売所へ

編

集

ふれあいわが街編集部
	  011-299-3794
	  5821@d4.dion.ne.jp
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（1）　328号	 	 2020年６月号

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
新
発
売
し
た
北
海
道

仕
立
て
手
作
り
桜
餅（
1
8
0
円
）も

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
事

業
が
、マ
ス
ク
イ
ン
ナ
ー
と
次
亜
塩
素

酸
水
の
販
売
。マ
ス
ク
イ
ン
ナ
ー
「
サ

ラ
ッ
ト
Ⅱ
」は
マ
ス
ク
の
内
側
に
入
れ
、

直
接
口
に
当
て
る
も
の
で
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
消
臭
効
果
が
抜
群
の
上
、
ダ
ブ
ル

ラ
ッ
セ
ル
メ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
通
気
性
で

メ
ガ
ネ
も
曇
り
づ
ら
い
優
れ
モ
ノ
。
洗

剤
で
洗
っ
て
繰
り
返
し
使
え
る
の
で

経
済
的
で
、
顔
の
マ
ス
ク
か
ぶ
れ
も
軽

減
で
き
ま
す
。
夏
は
サ
ラ
ッ
ト
を
軽
く

水
に
濡
ら
し
て
使
う
と
熱
中
症
予
防

に
！
2
枚
セ
ッ
ト
で
5
5
0
円
。

除
菌
消
臭
水「
ジ
ア
フ
ァ
イ
ン
」は
、

次
亜
塩
素
酸
を
主
成
分
と
し
て
お
り
、

強
力
な
除
菌
消
臭
力
が
あ
り
な
が
ら

水
と
同
等
の
安
全
性
が
あ
る
た
め
、
お

肌
に
触
れ
て
も
安
心
。
病
院
や
介
護
施

上
篠
路
に
本
社
を
置
く「
大
丸
電

機
工
業
」。
本
業
は
、電
気
設
備
の
設

計
・
施
工
で
す
が
、
経
営
の
安
定
化

を
目
指
し
、
新
規
事
業
な
ど
多
く
手

掛
け
て
い
ま
す
。　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
昨
年
7
／
10

太
平
に
オ
ー
プ
ン
し
た
揚
げ
た
て

ホ
タ
テ
フ
ラ
イ
と
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
タ
ピ
オ
カ
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
な

ど
の
お
店「
C
I
E
L
︲
シ
エ
ル
」。

真
珠
の
よ
う
に
上
品
で
滑
ら
か
な

食
感
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
使
っ

て
、
今
年
の
夏
は
サ
ン
デ
ー
が
新
登

場
。
味
は
イ
チ
ゴ
や
メ
ー
プ
ル
ナ
ッ

ツ
な
ど
全
部
で
5
種
類（
4
5
0
円

～
）。
さ
ら
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
用

「
大
丸
電
機
工
業
株
式
会
社
」

い
ろ
ん
な
商
売

や
っ
て
ま
す
！

お
店
探
訪

G
O
G
O!

!

▲大好評！ジアファイン
とサラットⅡ

▲屋外で弁当販売中
　（左手前が小野木さん）

▲この日のメニューは 
ハンバーグ弁当

▲店内のマスク販売コーナー

70 歳以上のお客様を対象に、販売所所員が電球交換などチョットしたお手伝いをします。
詳しくは販売所までお問合せください。「チョットお助けサービス」

大
丸
電
機
工
業

▼
電
話
：
7
7
5
︲
2
3
3
3

▼h
ttp

s://w
w

w
.raku

ten
.

co.jp/daim
arudenki/

Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｌ 

︲
シ
エ
ル
︲

▼
住
所
：
太
平
7
条
5
丁
目
2
︲
5

▼
電
話
：
7
9
0
︲
8
8
1
3

▼
営
業
時
間
：
午
前
11
時
～
午
後

8
時（
木
曜
午
後
7
時
）

▼
定
休
日
：
年
中
無
休

設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
様
々
な
場

所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
2
0
0
p
p
m
ジ
ア
フ
ァ
イ

ン
」2
0
0
㎖
ス
プ
レ
ー
1
本
と

「
サ
ラ
ッ
ト
Ⅱ
」
5
枚
を
セ
ッ
ト
に

し
て
、
た
だ
い
ま
期
間
数
量
限
定

2
9
7
0
円
で
販
売
中
。ご
希
望
の

方
は
、
楽
天
市
場
の
大
丸
電
機
工
業

ま
た
は
シ
エ
ル
で
も
予
約
販
売
受

付
し
て
い
ま
す
。（
送
料
込
み
で
す

が
、
引
取
り
に
来
ら
れ
る
場
合
は
特

別
に
2
5
3
0
円
で
販
売
し
ま
す
）

な
お
、
本
業
の
低
圧
及
び
高
圧
電

気
工
事
設
計
・
施
工
、L
E
D
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
エ
ア
コ
ン
工
事
の
ご

相
談
も
承
っ
て
い
ま
す
。



ま
ち
づ
く
り
基
金　

申
請
団
体
募
集
中
！

北
海
道
新
聞
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

北
海
道
の
業
界
地
図

好
評
販
売
中

本
誌
2
月
号
で
ご
紹
介
し
た
北
門

信
用
金
庫
が
、
令
和
2
年
度
の
ま
ち

づ
く
り
基
金
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

北
門
信
金
　
篠
路
支
店

こ
れ
は
①
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

活
動
、
②
教
育
・
文
化
・
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
等
の
向
上
と
振
興
の
た
め
の

活
動
、
③
自
然
環
境
の
整
備
保
全
の

た
め
の
活
動
、
④
社
会
福
祉
向
上
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に

対
し
て
助
成
金
を
贈
る
と
い
う
制
度
。

1
件
あ
た
り
の
助
成
額
は
10
～

30
万
円
で
、
実
施
期
間
は
助
成
金
交

付
日（
今
年
11
月
下
旬
）
～
翌
年
度

末（
令
和
4
年
3
月
31
日
）
ま
で
に

終
了
す
る
活
動
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
は
9
月
30
日（
水
）ま
で
。

篠
路
地
区
で
は
過
去
に
、
篠
路
歌

舞
伎
保
存
会
、
チ
ョ
ボ
ラ
会
、
篠
路

天
然
藍
染
協
議
会
、
札
幌
市
篠
路
地

区
青
少
年
委
員
会
な
ど
が
申
請
し
、

認
可
さ
れ
ま
し
た
。

助
成
申
請
を
希
望
す
る
方
は
ま
ず

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
申

▼
北
門
信
用
金
庫　

篠
路
支
店 

篠
路
2
条
4
丁
目
6
︲
11

▼
電
話
：
7
7
1
︲
1
4
1
1

請
書
類
の
提

出
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ

せ
は
こ
ち
ら

ま
で
。

北消防署警防課篠路出張所 北区篠路２条4丁目7-20 ☎７７１－２５１０相談・お問い合わせ先

※札幌市内では、令和元年中に253人が熱中症で救急搬送されています。

※熱中症は、高温の環境で体内の水分や塩分のバランス
が崩れて、めまいや頭痛、吐き気、汗が止まらないな
どの症状が出て、重度の場合、死に至ることもあります。

熱中症に注意しましょう！
消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ

対策①：こまめに水分・塩分の補給をする
対策②：睡眠時も、寝汗等での脱水症状に注意し、

室内でもしっかり水分補給をしましょう
対策③：室内をこまめに確認し、風通しを良くする
対策④：日陰などを利用し、適度な休憩をとる

この時期、まだ夏本番ではないからと熱中症への意識が
低くなりがちですが油断は禁物です。例年６月から８月
にかけて熱中症を発症する人が多くなっています。

これらのことを意識して、
夏本番前に習慣づけましょう！

タクシーの
ご用命は 771-6000

771-2631☎011-
アカツキ・タクシー無線センター

「地域見守り隊」
あんぜん・あんしんパトロール運動に

参加しています。 乗務員募集中! ７７１-２６３２乗務員募集中! ７７１-２６３２

札幌市北区百合が原4丁目10番8号アカツキ交通株式会社

な な い ろ む せ ん

車いす介助ケア快適輸送♪
観光ハイヤー 商用貸切

あなたのお住まい  きれいに彩ります

・札幌塗装工業協同組合員　・建設業許可 知事許可（般-３０）石第２３１７６号

https://yachida-dental.com/
〒002-8081
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日
本
文
化
あ
れ
こ
れ

母
の
日
は
5
月
の
第
2
日
曜
日
で

す
。
母
の
日
は
覚
え
て
い
る
け
れ
ど
、

父
の
日
っ
て
い
つ
？
と
思
っ
て
い
る

人
へ
。
今
年
は
お
父
さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
今
年
の
父
の
日
は
？

父
の
日
は
6
月
の
第
3
日
曜
日
で

す
。
2
0
2
0
年
は
6
月
21
日（
日
）

で
す
。

Ｑ
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
？

昭
和
25
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
般
に
普
及
し
た
の
は
昭
和
50

年
代
半
ば
か
ら
。
母
の
日
は
明
治
時

代
に
制
定
さ
れ
、
戦
後
す
ぐ
に
一
般

的
な
行
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
父

の
日
が
浸
透
す
る
ま
で
に
随
分
時
間

が
か
か
っ
て
い
ま
す
ね
。

Ｑ
父
の
日
の
由
来
は
？

ア
メ
リ
カ
人
女
性
ソ
ノ
ラ
・
ス

マ
ー
ト
・
ド
ッ
ト
の
行
動
が
起
源
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ノ
ラ
の
母
は

早
く
に
亡
く
な
り
、
父
は
子
ど
も
6

人
を
男
手
一
つ
で
育
て
、
子
供
た
ち

の
成
人
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ソ

ノ
ラ
は
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る

母
の
日
だ
け
で
な
く
、
父
親
に
も
感

謝
す
る
日
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
牧
師

協
会
に
嘆
願
し
、
1
9
1
0
年（
明

治
43
年
）
6
月
、
父
の
日
の
最
初
の

祝
典
が
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
6
月
と
い
う
の
は
、
ソ
ノ
ラ
の

父
の
誕
生
日
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
父
の
日
に
贈
る
花
は
？

黄
色
の
バ
ラ
が
一
般
的
で
す
。
理

由
は
、
ソ
ノ
ラ
が
父
の
日
に
父
親
の

墓
前
に
バ
ラ
を
供
え
た
か
ら
。
黄
色

は「
愛
と
信
頼
と
尊
敬
を
表
す
色
」

と
し
て
、
日
本
の
父
の
日
の
イ
メ
ー

ジ
カ
ラ
ー
と
し
て
も
定
着
し
て
い

ま
す
。

▲ぽんちゃん
　（ポメラニアン♂ ８才）
　臆病で神経質ですが、
　可愛い長男です

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
を
掲
載
し
た
い

方
は
編
集
部
ま
で
。
ペ
ッ
ト
の
種
類
は

問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ペ
ッ
ト
自
慢
、

ど
し
ど
し
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
篠
路
歌
舞
伎
⑧
～

～
篠
路
歌
舞
伎
⑧
～

明
治
35
年
、
地
元
烈
々
布
神
社

の
春
祭
り
の
余
興
と
し
て
初
舞
台

を
踏
ん
だ「
烈
々
布
青
年
歌
舞
伎

芝
居
」。
そ
れ
か
ら
32
年
の
時
が

流
れ
た
昭
和
9
年
11
月
22
日
・
23

日
の
両
日
、「
花
岡
義
信
一
世
一

代
御
名
残
興
行
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
場
所
は
、
活
動
写
真
館（
映

画
館
）
と
し
て
建
て
ら
れ
た
、
新

た
な
地
域
文
化
の
中
心
と
な
る

「
篠
路
共
楽
館
」。
そ
の
落
成
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
た
花
岡
義
信
の
引

退
興
行
に
は
、
彼
の
芝
居
を
一
目
見

よ
う
と
す
る
村
民
た
ち
が
大
勢
押
し

寄
せ
ま
し
た
。

「
花
岡
義
信
、
一
世
一
代
御
名
残

興
行
、
幕
間
を
拝
借
致
し
ま
し
て
、

頂
き
ま
し
た
る
御
花
の
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
る
」

祝
い
の
花
輪
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る

中
、
役
者
人
生
最
後
の
舞
台
に
立
っ

た
53
歳
の
花
岡
義
信
に「
い
よ
っ
、

花
岡
屋
！
」
の
掛
け
声
が
飛
び
交
い
、

会
場
は
異
常
な
ま
で
の
熱
気
と
興
奮

歴歴
史史
散散

歩歩

し
た
。
そ
し
て
、
花
岡
の
こ
の
引

退
を
も
っ
て
篠
路
歌
舞
伎
も
同
時

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

翌
昭
和
10
年
、
村
民
た
ち
は
篠

路
村
に
文
化
と
娯
楽
を
与
え
て

く
れ
た
花
岡
に
感
謝
の
意
を
表

し
、
2
0
0
名
の
有
志
を
も
っ
て

烈
々
布
神
社
に「
花
岡
義
信
の
碑
」

を
建
立
し
、
そ
の
偉
業
を
讃
え
ま

し
た
。

▲花岡引退興行
「神霊矢口の渡」

の一場面

販
売
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
６
月
の
新
聞
休
刊
日
は
15
日

（
月
）で
す

ふ
れ
あ
い
わ
が
街
編
集
部　

佐
々
木
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に
満
ち

溢
れ
ま

我
が
家
の

我
が
家
の

ペ
ッ
ト

ペ
ッ
ト

「
今
年
の
父
の
日
は
い
つ

「
今
年
の
父
の
日
は
い
つ
??
」」

就
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
使
え
る
、
業

界
ま
る
わ
か
り
地
図
が
発
売
さ
れ
ま

し
た
。

道
内
47
業
種
、
約
2
0
0
0
社

の
企
業
規
模
や
資
本
関
係
を
詳
細
な

図
で
解
説
。
企
業
同
士
の
つ
な
が
り

や
各
企
業
の
業
績
、
業
界
全
体
の
動

向
な
ど
が
一
目
で
わ
か
る
待
望
の
業

界
研
究
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

さ
ら
に
、
学
生
目
線
の
経
営
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
I
T
企
業
で
働
く

▼
定
価
：
1
6
5
0
円（
税
込
）

▼
お
求
め
は
中
西
販
売
所
、書
店
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
。

求
め
る
人
材
な
ど
も
収
録
。

社
会
人
・
就
活
生
は
必
携
！
ぜ
ひ

お
求
め
く
だ
さ
い
。

女
性
社
員
の

座
談
会
、
企

業
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
か
ら

（2）　328号		  2020年６月号


